











































































































































組 班 はい いいえ 無回答ほか 計
1組
l班 12(10/11) 4（6／5） O(0/0) 16(16/16)
2班 9(15/8) 6(l/8) l(O/O) 16(16/16)
2組
3班 12(14/11) 5（3／6） O(0/O) 17(17/17)
4班 15(14/8) 2（3／8） O(0/l) 17(17/17)
3組
5班 16(15/12) I(2/4) O(0/l) 17(17/17)
6班 12(12/6) 5(5/1l) O(0/0) 17(17/17)











1 専門用語韓国語と関連していて覚えやすい 40(44/28) 53.3(55.7/51.9)
2 いずれ専門用語は授業を聞くのに必要 12(10/11) 16.0(12.6/20.4)
3 専門用語が習得できる 8(4/10) 10.7(5.1/18.5)







































5 その他 5（4／6） 23.8(21.1/16.3)
計 21(19/37) 100(100/100)
「いいえ」と回答した学生は，過去においては,l班と6班に多く見られる傾向があ
る。その理由として,l班では専門用語を入れたことでかえって漢字学習の負担を増し
てしまったと考えられ,6班では専門用語を取り入れることによる利点はあまり評価
されなかったからである。今回は,1～3班と6班に「いいえ」という回答が多く見ら
れ,4．5班とは異なった結果となった（表2）。
また,2015年度は｢専攻科目のR本語は渡日後勉強しても十分だと思います」(l班),
｢普通の単語だけでも多い。専攻よりは日常単語を勉強した方が・・・」（2班)，「専
門用語を覚える前に普段使う単語を覚えた方が効率がいいと思います」（6班)など,一
般語彙を優先した方がよいという考えの学生が比較的多く見られた。
以上より，全体的には,2014年同様，専門用語を取り入れた漢字学習の方法は中レ
ベルの学生に対して有効であると考えられる。
Ⅳ．まとめと今後の展望
漢字の授業に関しては，専門用語を取り入れた方法が有効であることが，これまで
同様，授業評価アンケートの結果から明らかである。しかしながら，レベルごとに取
り上げる漢字の難易度や教材の形式などを変えていく必要がある。すなわち，日本語
能力の低い学生には漢字への苦手意識を高めないよう，負担感の少ない内容とそれを
導入するのに適切な教材を，そして日本語能力の高い学生には発展的な内容を含んだ
教材を準備しなくてはならない。
物理の問題内容を理解し，口頭で解答を説明するためには，正確に音読ができるこ
とが不可欠であり，内容理解ができてこそ，正確な日本語で解答過程を記述し，さら
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に口頭で発表することにまでつながる可能性がある。また，日本語で専門（物理）を
語るという活動をそれまであまり経験していない彼らにとって，日本語での予備教育
への架け橋になっていると，3年間のコラボレーション授業を経て，筆者らは実感して
いる。
現在，本稿の筆者の一人（佐藤）を代表とする研究グループ主4によって「数学用語
集」を開発中である。それが完成した後には，本稿で明らかになったように，物理用
語だけではなく，数学用語も漢字教材に取り入れ，一般的な語彙から発展的な語彙ま
でをバランス良く配置した構成を目指し，新たな研究を開始する予定である。
【付記】
本論文の漢字変換力テストの実施にあたり，科学研究費補助金・基盤研究(C)「グローバル化に向けたu
本語の語彙テスト開発」（課題番号:15KO2631,研究代表者：佐藤尚子）の助成を受けた。
【注】
l.太田（金沢大学|玉|際機構留学生センター),佐藤（千葉大学国際教育センター),藤田（大阪大学大学院
工学研究科）
2．漢字変換力テストは科学研究費補助金･基盤研究(C)「グローバル化に向けた日本語の語彙テスト開発」
（課題番号:15KO2631,研究代表者：佐藤尚子）の研究グルー プで開発中のテストである。lOO名のテス
トの結果，漢字能力に関しては,N3合格レベルが2名,N2合格レベルが55名,N1合格レベルが41名，
日本人成人レベルが2名だった。
3．表2．3．4中の（／）内の数字は2013年度･2014年度の授業評価アンケート回答数を表し,(2014
年度の回答数/2013年度の回答数）の順に示した。
4．「付記」に記した科学研究費補助金による研究メンバーのうち，本稿筆者の佐藤ならびに長谷川貴之
氏（富山高等専門学校)，菊池和徳氏（大阪大学大学院理学研究科)，畝田谷桂子氏（鹿児島大学留学生
センター）の4名で構成されるグループを指す。
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資料11999年岡山大学物理入試問題
1図のように，光電管（陽極P,陰極K)に直流電源と電流計を接続して，光電効果の実
験を行う。直流電源により，光電管の陰極に対する陽極の電位を－2Vo(V)から2Vo(V)*
で変えることができる。ただし,Vo>0とする。光電管に光を当てない状態では，陽極の
電位にかかわらず電流は流れなかった。電子の質量をm(Kg),電荷を-e(C)とする。ブラ
ンクの定数をh(J.s)とする。
（1）最初,光電管の陰極に一定の振動数v(Hz)の光を当てた状態で,陽極の電位を-2Vo(V)
から徐々に高くしていくと,-Vo(V)を越えたところで電流が流れ始めた。このとき，
陰極から飛び出した電子の初速度の最大値は目(m/s)である。さらに陽極の電位を
高くしていくと電流も増加し，陽極の電位がOVを少し越えたところで電流は一定に
なった。2図は，この光電管の陽極の電位と電流の関係を示すグラフである。もし，
光の振動数はそのままで，単位時間に陰極に当たる光の全エネルギーを最初の値の2
倍にすると，このグラフの曲線はどのように変化するか｡概略の曲線を描け。ここで，
光の全エネルギーは，光子数と光子エネルギーの積として定義される。
（2）次に，単位時間に陰極に当たる光の全エネルギーを最初の値に戻して，それを一定
に保ちながら光の振動数を低くしていく。それにつれて，電流が流れ始めるときの陽
極の電位は徐々に高くなり，光の振動数が1/2v(Hz)のとき0Vになった。このこと
より，陰極から電子を放出させるためには,電子に田(J)以上のｴﾈﾙギｰ を与え
なければならないことがわかる。
（3）次に，単位時間に陰極に当たる光の全エネルギーを最初の値に保ちながら，光の振
動数を3/2v(Hz)にすると,陰極から飛び出す電子の運動ｴﾈﾙギｰ の最大値は回
(J)になる。このときの陽極の電位と電流の関係を示す概略の曲線を描け。
??
-2Vb-VbOVo2Vo
陽撤の磁位(VI
2図
l図
ー
－8－
専門教科（物理）とU本語のコラボレーション授業の改善と評価～3年間の授業を振り返って～（太出・佐藤・藤出）
資料2漢字シート「定」例
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Theimprovementandevaluationofacollaborativeclass
thatcombinesphysicsandJapaneselanguage
-Renectinguponthreeyearsofclasses-
AkiraOta,NaokoSatoandKiyoshiFujita
Abstract
ThisarticleisacontinuationofourpreviousworkspublishedunderthenamesOta,Sato
andFljitain2014and2015.WehavefUrtherimprovedourcollaborativeclass,which
combinesphysicsandtheJapaneselanguage・Thisclassiswithinthefiameworkofthepre-
tertiaryJapan-Koreajointeducationalexchangeprogram.Wealsoassessedtheresultofthe
questionnairecamedoutimmediatelyafterthecoursefinished,andcomparedthe2014and
2015surveys.
Thesurveyresultshowsthat76%ofourKoreanstudentspositivelyassessedtheimproved
class.Weassumethatpercentagetobestillatahighlevel,althoughitdidindicateadropof
fOurpointswhencomparedtothe2015data・Inthissurvey,wealsocouldobservethat
intennediate-levelJapaneseproficiencystudentstendedtoviewtheimprovedcollaborative
classashavingperfonnedeffectivelywhereassomeofelementaryandadvanced-level
Japaneseproficiencystudentsrepliednegativelywithcommentssuchas:@GIwanttoleam
ordinaryvocabularyinstead".
Inorderfbrstudentstobeabletosufficientlycomprehendthecontentrelatedtophysics
andtobeabletoreplyorallytoquestions,weconcludedthatstudentswouldneedtobeable
toreadk"jimoreprecisely.'Ibachievethisgoal,wewillneedtoarrangethevadouslevels
ofdifficultyfOrえα砿andthenmatchtheclassmaterialsandfbrmsaccordingtothe
appropriatekα叩proficiencylevel.Wewouldliketocollocatethevocabularyinabalanced
order:fromordinarytoadvancedlevel.
【Keywords]pre-tertiaryJapan-Koreajointeducationalexchangeprogram,collaborative
class,physics,Japaneselanguage,technicalterms
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